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最

後

に

❺

「

全

国

都

市

緑

化

フ

ェ

ア

の

本

県

開

催

に

つ

い

て

」

お

尋

ね

し

ま

す

。 
国

土

交

通

省

所

管

に

よ

る

、

都

市

緑

化

の

推

進

を

図

り

、

緑

豊

か

な

潤

い

の

あ

る

ま

ち

づ

く

り

を

目

的

と

し

た

中

心

的

行

事

と

し

て

、

全

国

都

市

緑

化

フ

ェ

ア

が

開

催

さ

れ

て

お

り

ま

す

。 

全

国

都

市

緑

化

フ

ェ

ア

は

、

３

６

年

前

の 
 

 

１

９

８

３

年

、

昭

和

５

８

年

に

大

阪

府

で

第

１

回

が

開

催

さ

れ

、

以

来

毎

年

全

国

各

地

で

開

催

さ

れ

、 
 

平

成

３

０

年

度

の

山

口

県

で

の

開

催

に

お

い

て

は

、

秋

篠

宮 

同

妃 

両

殿

下

が

御

臨

席

さ

れ

ま

し

た

。 

ま

た

本

年

５

月

に

は

、

隣

県

の

長

野

県

で

開

催

さ

れ

、

大

塚

国

土

交

通

副

大

臣

が

出

席

、

眞

子

内

親

王

殿

下

が

御

臨

席

さ

れ

ま

し

た

。 

全

国

都

市

緑

化

フ

ェ

ア

は

、

国

民

ひ

と

り

一

人

が

緑

の

大

切

さ

を

認

識

す

る

と

と

も

に

、

緑

を

守

り

、

愉

し

め

る

知

識

を

深

め

、

緑

が

も

た

ら

す

快

適

で 

豊

か

な

暮

ら

し

が

あ

る

街

づ

く

り

を

進

め

る

た

め

の

普

及

啓

発

事

業

と

し

て

、

全

国

各

地

で

開

催

さ

れ

て

い

る

、

日

本

の

地

方

博

覧

会

の

ひ

と

つ

で

あ

り

、 
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花

と

緑

の

祭

典

で

あ

り

ま

す

。 
本

年

は

「

山

の

日

」

記

念

全

国

大

会

が

本

県

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

が

、

全

国

都

市

緑

化

フ

ェ

ア

に

お

い

て

は

山

梨

県

に

て

、
未

だ

開

催

さ

れ

て

お

り

ま

せ

ん

。 

長

野

県

で

開

催

さ

れ

た

第

３

６

回

フ

ェ

ア

の

来

場

者

数

は

当

初

目

標

を

大

き

く

上

回

る

７

０

万

人

を 

超

え

る

人

が

集

ま

っ

た

そ

う

で

す

。 

開

催

市

町

村

は

も

と

よ

り

、

そ

れ

以

外

の

地

域

か

ら

も

花

、

緑

に

興

味

の

あ

る

多

く

の

方

々

が

来

訪

し

て

お

り

ま

す

。

都

市

緑

化

意

識

の

啓

発

や

情

報

発

信

だ

け

で

な

く

、

本

県

や

開

催

市

町

村

の

魅

力

を 
 

知

っ

て

い

た

だ

く

こ

と

に

よ

る

、

開

催

期

間

中

の 

観

光

振

興

、
個

人

消

費

に

よ

る

経

済

的

な

波

及

に

も

、

効

果

が

期

待

で

き

る

も

の

だ

と

考

え

ま

す

。 

山

梨

は

山

紫

水

明

の

地

で

あ

り

な

が

ら

、

盆

地 

特

有

の

市

街

地

が

近

い

と

い

う

地

勢

地

形

で

あ

り

ま

す

。 山

が

織

り

な

す

山

梨

の

地

の

山

々

に

は

、

高

山

植

物

を

始

め

、
県

花 

山

桜

が

咲

き

乱

れ

る

、
花

と

緑

の

天

地

が

あ

り

ま

す

。 
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例

え

ば

、

春

の

笛

吹

川

フ

ル

ー

ツ

公

園

で

の

開

催

を

見

越

せ

ば

、

峡

東

地

域

を

中

心

に

し

た

桃

の

花

や

桜

、

李

が

咲

き

乱

れ

、

新

緑

や

菜

の

花

と

織

り

な

す

風

景

は

、
外

国

人

観

光

客

や

県

外

観

光

客

も

含

め

て

、

訪

れ

る

人

々

を

魅

了

し

て

や

ま

な

い

桃

源

郷

の

装

い

と

な

り

ま

す

。 

そ

こ

で

質

問

し

ま

す

。

将

来

的

に

本

県

は

、

中

部

横

断

自

動

車

道

の

全

面

開

通

に

よ

り

、

静

岡

側

か

ら

の

ア

ク

セ

ス

が

向

上

し

、

ま

た

リ

ニ

ア

開

業

も

控

え

て

、

中

央

自

動

車

道

や

圏

央

道

を

使

い

、

首

都

圏

な

ど

か

ら

多

く

の

人

が

来

訪

す

る

環

境

が

整

備

さ

れ

ま

す

。 さ

ら

に

、

世

界

遺

産

の

富

士

山

と

満

開

の

桃

の

花

な

ど

の

花

の

競

演

に

よ

る

観

光

客

集

客

効

果

は

計

り

知

れ

な

い

も

の

だ

と

考

え

ま

す

。 

県

内

各

所

で

の

市

町

村

連

携

に

よ

り

、

地

域

毎

の

特

色

を

生

か

し

た

、

全

国

都

市

緑

化

フ

ェ

ア

の

本

県

で

の

開

催

実

施

に

つ

い

て

、

県

の

ご

所

見

を

お

示

し

下

さ

い

。

以

上

で

質

問

を

終

わ

り

ま

す

。

ご

静

聴

、

誠

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。 
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答

弁

者 

長

崎

幸

太

郎

山

梨

県

知

事 

 
全

国

都

市

緑

化

フ

ェ

ア

の

本

県

開

催

に

つ

い

て

で

あ

り

ま

す

。 

 

全

国

都

市

緑

化

フ

ェ

ア

は

、

毎

年

、

全

国

各

地

で

開

催

さ

れ

て

お

り

、

本

年

四

月

か

ら

六

月

に

開

催

さ

れ

た

信

州

フ

ェ

ア

に

は

、

本

県

も

参

加

し

、

富

士

山

を

イ

メ

ー

ジ

し

た

花

壇

の

展

示

に

よ

り

、

山

梨

の

Ｐ

Ｒ

に

努

め

て

き

た

と

こ

ろ

で

す

。 

 

こ

の

フ

ェ

ア

は

、

緑

を

テ

ー

マ

に

開

催

地

の

魅

力

を

発

信

す

る

よ

い

機

会

で

あ

り

、

県

外

か

ら

多

く

の

来

場

者

が

見

込

め

る

こ

と

か

ら

、

観

光

面

に

お

い

て

も

大

き

な

効

果

を

も

た

ら

す

も

の

と

考

え

て

お

り

ま

す

。 

 

ま

ず

は

、
こ

れ

ま

で

の

事

例

を

検

証

し

な

が

ら

、

本

県

に

お

け

る

開

催

の

可

能

性

に

つ

い

て

検

討

し

て

ま

い

り

ま

す

。 

 

以

上

を

も

ち

ま

し

て

、

私

の

答

弁

と

い

た

し

ま

す

。

そ

の

他

に

つ

き

ま

し

て

は

、

担

当

の

部

長

等

か

ら

お

答

え

を

申

し

上

げ

ま

す

。 


